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災害救護対策委員会 Presents

災害看護

防災訓練の評価ポイント

　前回の災害看護 PART5では防災訓練の企画・運営ポイントについて紹介しました。今回は実施した防災訓練をより
効果的なものにするために「評価」について考えてみましょう。

　災害訓練の目的は、訓練そのものではなく、あくまで職員の防災対応能力の向上にあります。このため、参加者ひとり
ひとりの経験を蓄積し、部署や組織の弱点・課題を明らかにして、改善に取り組むことが重要です。実施した訓練を振り
返るとき、みなさんの施設ではどのような方法で評価や検証をしていますか？ 意見交換や反省会などの際、感想を述べ
合う会で終わらない工夫として、評価の視点やそのポイントについて紹介します。

　これまで平成23年
より “KANAGAWA
看護だより” の誌上で

「災害看護シリーズ」
として情報提供をして
きました。

No.136	 災害看護PART1　災害サイクルをご存知ですか？
No.137	 災害看護PART2　トリアージの基礎知識
No.141	 災害看護PART3　災害現場に活かせアクションカード
No.146	 災害看護PART4　災害医療の7つのポイント
No.148	 災害看護PART5　効果的な防災訓練を実施するために
		今号	 災害看護PART6　防災訓練を評価してより実践的なものに
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・	｢非常事態宣言｣ ｢診療継続可否｣ は、現場や関連行政へ発信されたか
・	屋外退避を判断した際、退避宣言と退避場所はアナウンスされたか
・	通信手段が確保され、情報収集とその伝達は円滑に行えたか
・	被害状況や傷病者数の推移など、情報の時系列把握されたか
・	人、物、情報など変化する状況に応じて具体的な指示はなされたか

防
護
・
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火

・	自身の安全確保とその後に患者の安否確認がされたか
・	２次被害の予防は行えたか
	 　身の安全確保、危険区域のゾーニング、避難済みの目印など
・	出火時の通報、初期消火や防煙設備の取扱いは適切に使用できたか

避
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・	安全な避難経路を選択できたか
・	非常口や階段など避難経路の安全確認と患者の誘導はできたか
・	搬送資器材の選択と使用方法は適切だったか

救
　
護

・	トリアージタックの結果と記載された内容は一致していたか
・	２次評価と必要な処置は適切に行われたか
・	退避場所や救護所での継続的な患者観察は行われていたか
・	救護に必要な物品の準備や確保はされていたか

そ
の
他

・	想定外の死亡者や傷病者は発生していないか
・	関連行政や応援者との連携は円滑だったか
・	マスコミへの警戒と対応の指示は行われたか

part6
防災訓練を評価して
より実践的なものに

評価をする時には、

⃝事前に、左記のポイントを
基に評価表を作成してお
き、訓練時に実際の行動場
面をチェックする。

⃝参加者に対して、事後アン
ケートで情報収集し、役割
や行動の整合性を確認す
る。

⃝提出された被害状況報告書
や、トリアージタックの結
果を検証する。

	 いずれにしても防災マニュ
アルとの隔たりを修正しな
がら、防災訓練を積み重ね
ることが重要です。

役に立って
いますか？

　災害時にそれぞれが役割を十分に発揮するためには、平時より防災訓練を通じて、具体的な対応策が施設の各部門、
各スタッフに理解され、浸透していることが重要でしょう。
　「災害に時なし、場所なし、予告なし」 「備えあれば憂いなし」 もう一度読み直し、活用してみてはいかがでしょう。

小規模施設のための医療安全出前ミニ講義

施設の現状に合わせた
テーマ設定が魅力

　神奈川県看護協会医療安全対策課では、平成 23 年度より小

規模施設を対象に『医療安全出前ミニ講義』を実施しています。

昨年度は、病院をはじめ介護老人保健施設、訪問看護ステーショ

ン、診療所など 20 施設から依頼がありました。それぞれの施

設の現状に合わせたテーマで、看護職のみならず、他部署の職

員も受講できることが好評の理由です。

　講義までの流れは、医療安全対策課の職員が依頼のあった施

設を事前に訪問し、担当の方にヒアリングをしながらテーマを

決定します。その後、日程調整を行い、当日は神奈川県看護協

会が講師を派遣します。

　講師は、医療安全推進ネットワーク交流会の会員が担当して

います。講師の選定に際しては、講義終了後もいつでも交流が

はかれるように、近隣または同じ支部の施設に勤務している交

流会の会員から選ぶよう配慮しています。

　1 月 30 日水曜日、住友重機械健康保険組合浦賀病院で、『医

療安全とは』をテーマに講義が開催されました。講師は、日本

医療伝道会総合病院衣笠病院の医療安全管理室室長 大坪まゆ

美さんでした。

　大坪さんは、KYT（危険予知訓練）の効果やインシデント

レポートの活用法など医療安全対策について、自身の施設で

行っている取り組みを紹介しながら説明してくださいました。

　浦賀病院では、看護職が『医療安全パトロール隊』を結成し、

医療安全の啓発に努めているそうですが、講義終了後、メンバー

からは「すぐに現場で実践できる内容で参考になった。指差呼

称を病棟で定着させたい。」「とても刺激になった。また頑張ろ

うというやる気につながった。」という感想が聞かれました。

　この事業は今年度も実施しております。詳細は、医療安全対

策課までお問い合わせください。　　　　（事務局　峰亜希子）

浦賀病院でのヒアリングの様子。さまざまな話の中から研修テーマ
を見つけていく。左は看護部長の山崎光子さん、右は深谷医療安全
対策課長。

講義の様子。看護師長・看護主任のほか、事務職や検査技師など各
部署から 36 名が受講。

講師の大坪まゆ美さん

医療安全出前ミニ講義ご案内

医療安全に関すること

無料（2 回目以降は有料）

1 時間程度

平成 26 年 1 月 31 日まで随時受付

公益社団法人神奈川県看護協会
医療安全対策課　深谷・山岡
TEL 045-263-2932（直通）
FAX 045-263-2905
E-mail iryouanzen@kana-kango.or.jp
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